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1．は じめ に

　 ライ フ サ イ ク ル コ ス ト （以 下 、LCC ） とは 、あ る 物

の 存 続 期 間 に 要 す る ト
ー

タ ル コ ス トを い う。建 設 生 産 物

につ い て 考 えた 場 合、消 費者は 品 質が 良 く安い 物の 提供

を望 む が、
“
安 い

”
とは 単 に建設 費 が安 い だ け で は なく、

企 画
・
設計か ら維持 ・修 繕、更 新 ・廃 棄 を含む トータル

コ ス トが 安 く なけれ ば な らな い 。こ こ で 供給側 で あ る 建

設 業 界 は、良い 物 を安 く提 供 し、事業 と して も成功 す る

た め に コ ス トの 把 握 が 重 要 と な る 。

　本検討 で は 、緑地 を LCC 算出の 対 象 と して い る 。 特

徴 は植物 が成長す る事 で あり、こ の 点が 建 築
・土 木 とは

異 な る。こ れ ま で に緑 地を対象と して LCC を算出 した

事例 は 少 な く、先 行 研 究 と して は 1981 年 の 旧建設 省土

木研 究 所 緑化 研 究室 ・（財 ）国 土 開 発 技 術 セ ン タ
ー

に よ る

「道 路 緑 化 技術 に 関す る研 究 報 告 書 」 が あ り、そ こ で は

街路樹 の 年間維持 管理 費が樹 木 の 成長 に伴 っ て 経 年 的 に

増加 す る こ とが 指摘 され て い る 。 本 検討 で は先 行 研 究 同

様に 街路樹を扱 っ た が、現在 国土交 通 省 に よ っ て導 入 が

進め られ て い る 新土木積算体系の 中で 管理 項 目とそ の コ

ス トの 算出 手 順を整理 した。

　 緑 地 で は、樹 木 が 成 長 を続 け る が ゆ え に、将 来 目標 に

向けて の 誘導管理 が 必 要 で あ る。今 後 、新 た な緑 地 の 管

理 手 法 と して、将来に 渡 る コ ス トを十分に 把握 し た 上 で

の 目標 と誘導管 理 内容 の 設 定が 望まれ る と こ ろ で ある。

本検討は 緑地の LCC 算出の た め の 基礎 的 資 料 とな る こ

と を 目的 と した 。

2．算出 手順

算 出 は 以 下 の 手順 で 行 うこ と と し た。（1） ラ イ フ サ イ

クル の 設 定、（2）標準モ デル の 設計、（3）成長の 予測 と

算 出期 間 の 設 定、（4）算出 項 目の 抽出 ・整理、（5）算出

項 目 ご との 個別条件と コ ス トの 設 定、（6）LCC の 算出。

ま た 、材料、労務等の コ ス トを算出す る に あ た り、そ の

コ ス トの 根 拠 は
一

般 に公 開 され て い る資料 と して 、（財）

経済調査会 ・平成 13 年度版
・
新土 木積算大 系工 事工 種

歩掛対 応表 く
一

般土木編 〉、同 ・土木施 工 単価
‘
02・1 冬

号、同 ・
積算資 料 2002年 3 月 号 を用 い た。

3．ラ イ フ サ イ ク ル コ ス トの 算出

（1）ラ イ フ サ イ ク ル の 設 定

基 礎 的 な 資料 と して 便 宜 的 に算 出 を 行 うた め、街 路樹

の ライ フ サイ ク ル を植栽 か ら植 え替 え ま で と した 。
LC

C に お い て も植栽 に 係わ る直接的費用 を対象 と し、計

画 ・設 計 費用、基盤 整備費用は算出対象 か ら外 し た。以

上 よ り LCC を 以 下 の よ うに設 定 した。

LCC ＝   植 栽 コ ス ト

　　　　＋   年間維持 管理 コ ス トの 算 出期 間 内 累積

　　　　＋   植 え替 え コ ス ト （撤去 ・廃棄処 分＋ 補植 ）

  植栽 コ ス トは イ ニ シ ャ ル コ ス トで あ り、植栽構成、植

栽規格が コ ス トの 決 定 要 素 とな る。

  年間維持管理 コ ス トの 算出期間内 累積は、年 間 に 行 わ

れ る維 持管理 項 目 毎の コ ス トの 合 計 を、植 栽 か ら植 え替

え ま で の 算出 期間 内 で 全 て 足 し 合 わ せ た もの で あ る。

  植 え替 え コ ス トは 撤去 ・廃棄処 分 コ ス トと補植 コ ス ト

の 合計で あ る。植 え替 えは 枯損 し た もの に つ い て 行 うも

の と し、  植え替えコ ス トに 枯損率 （枯損の 発生 率） を

乗 じて 算 出す る 。 なお 、補植 は再 び 植栽す る とい う概念

で と ら え、コ ス トは植 栽 と同額 と した。

（2）標 準モ デル の 設 計

　 コ ス ト算出 に あ た り、街路樹 を 主体 と した植樹帯 の 標

準モ デ ル を作成 した 。 設 計 に あた っ て は以 下 の 内容 を基

本条件 とし た。

　 ・対 象道路 ：都市部 （東京） 1）

　 ・植樹 帯 の 幅員　 ： 1．5m 　2）

　 ・高木 の 植栽 間 隔 ：8m 　 2），3），4）

　 ・低 木 の 植 栽 密 度 ： 基 準 2〜9 株 1  よ り平均 を と っ て

　　　　　　　　　　5 株ノ  （植 潰 し） 3），4）

　設計 の 基本条件 よ り植 樹帯の 大 き さを 1，5m × 8．Om ＝

12   と し、こ の 空間に 高木を 1本、低木 を 5 株／  で 植

栽 した もの を標準モ デル とした。ただ し、高木 の 根鉢上

部 （根本周辺 ） の 面 積 を 1   と して 、低木植栽 を控除す

る も の と し た。よ っ て 標準モ デル あ た りの 低木 は 55 株

！11   とな る （図
・1）。 植 樹 帯 規模 （施 工 規模）は高木 1000

本を想定 した。

　標 準 モ デル の 植栽仕様 は、街路樹整備 が充実 し て い る

東京 都 を 参 考 と した。高木は、樹種 は街路樹 で 多用され

t

（株 ） フ ォ
ーサイ ト

t ＋
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図一1 標準モ デル

て い る イ チ ョ ウと し 5）、植栽規格は 東京都 の 街路樹高木

植栽基準が樹高 4．Om 以 上、幹周 18cm以 上 で ある こ とか

ら、公 共用緑化 樹木品質寸法等規格基準 （案） 6）の 寸法

規格表 （案） よ り、都 の 基 準 を満 たす 規格 と して、樹 高

4．Om 、幹 周 0．21m を採 用 した。ま た、支 柱 は 樹 木 規 格

に 対応する もの と し て 二 脚鳥居型 （添木付） と し、幹巻

きは行 わ な い も の と した 。 低 木 は、
一

般 的 な樹種と して

ヒ ラ ドツ ツ ジ を選 択 した。既存 の 積算資料 にお ける植栽

や剪定で の 「低木 」 の 基準が 樹高 60cm 未満 で ある こ と

か ら、そ の 条件を満たす規格 として公 共用緑 化 樹木品質

寸 法 等 規格 基 準 （案 ）よ り樹 高 O．　5m 、葉 張 り 0．5m を選

択 し、植 栽 時 の 規 格 と して 設 定 した。

（3）樹木 の 成長予測 と算出期間の 設定

（1）よ り、樹木の LCC は 植栽か ら植 え替え ま で で あ る。

しか し植 え替 え の 発 生 は 、樹木 の 寿命 の 他、道路 の 改修

や災害等、様 々 な条件 が ある と考えられ、明確 に 設定す

る こ とは 困難 で ある。そ こ で 、コ ス ト算出の 根拠 が一
般

に公 開 され て い る 資料 に 限 られ る こ とか ら、資 料 に よ っ

て 算出可 能 な範囲を 算出期 間 の 設 定条件 と した。資料 で

は剪定等の 管理項 目に お い て 幹周 120cm 以 上 は 単価 の

設 定が な され て い ない こ とか ら、幹周 が 120cm に 至 る

まで を 算出期間 と した。

　以 上 の よ うに
一般 的 に 高木 の 維持 管理 で は、積算 の 基

準 と な る 部位 の 寸 法 と して 、根鉢 か ら 1．2m の 高 さの 幹

周 が 用い られ て い る た め 、樹木 の 成長 予測 に つ い て も幹

周 で 行 っ た 。低 木 は 刈 込 み に よ っ て
一

定の 樹 高 （60cm

未 満 ）に保 つ もの と し、成長 予 測 は 行 わ な い も の と した。

　高木 の 成長 予 測 に あ た っ て は、胸 高 直径 と樹 齢 の 関係

につ い て 落葉 3 樹種 （イ チ ョ ウ
・ケヤ キ ・プ ラ タナ ス ）

を統 合化 し た 関係式 ： y ＝1．0653x ・3．4542，（R2 ＝ 0，95、

y ：胸 高 直 径、x ： 樹 齢 ） を 用 い た 7）。3 樹 種 の 統 合 式

を用い た 理由 と し て 、イチ ョ ウの デ
ータ年数 が少ない こ

と、3樹種 の 相関性が強 い こ とが あ げ られ る。

　モ デル 設 計 よ り植 栽 時の 幹周 は 21cm で あ る。計 算 よ

り、植栽 時 の 樹齢 は 約 10 年 （9，52 年）で 、こ れ を植 栽

初年度 と した 場合、植栽後 30 年 目で 幹周は 120cm を越

え る。こ の と きの 樹 齢は お よ そ 40 年 と なる。

　以 上 よ り、植栽 後 29 年 目ま で を算 出期間 と し、植栽年

を含 めた 算出 期 間 は 30年 とな る 。

（4）算出項 目の 抽出 ・整理

　算出項 目を
一

般的な項 目 とす るた め、コ ス トの 根拠資

料 （平成 13 年度版新土木 積算大系 工 事 工種 歩 掛対 応表

〈
一

般 土木 編 〉 、土木 施 工 単価
‘
02・1 冬 号）お よ び道路

緑化関係資料 （道路緑化 技 術基準 ・同解説書、道路 の 緑

化 ハ ン ドブ ッ ク、公 園as　・街 路樹 管理 マ ニ ュ ア ル ） よ り

標準的 な項 目を選 定 し、病 虫 害防除や灌水 等 の 発生 不確

実な管理項 目、実施 に 偏 りが ある 項 目を算定対象外 とし

た 。

抽 出選 別 した項 目は、最 終 的 に用 語 の 統一を行 い 、（1）

で 定 義 した LCC の 3 っ の 構 成 区分 （植栽、維持 ・
管理 、

植 え替え ）との 関係 を整理 した （表
・1）。なお、用語 の 統

一
は 土木工 事の 積算を体系立 て て い る 「平成 13 年度版

新土木積算大系工 事工 種歩掛対応表〈
一
般土木編 〉 」（以

下、新土木積算体系 ）に 代表させ た。

表一1　 コ ス ト算 出項 目

区　分 大系種別
新土木積算体 系細別

（コス ト算出項目 ）

植　 　樹尸
植　栽 道路植栽工

支 柱 〔設置 ）

樹木剪定

寄植剪定

雑 草抜き取 り維　持

管　理

樹木
・
芝生管理工 （補　 　槌）

支柱 （補修）

撹木 施 肥

寄槌 ・芝施肥

道路施設撤玄工

遵路植裁撤去

（支柱撤去含む）

植　替
植　　樹

道路植栽工 （補植〉

支柱 〔設置）

（5）算 出項 目の 個別 条件 と コ ス トの 設 定

算出項 目 に 対す る そ れ ぞ れ の コ ス トの 設 定 は 、新 土 木

積算体系 よ り対 応す る 歩掛 り を選択 した。ま た、算出項

目の 抽 出 に 用 い た 既 存資料 を参考 に 、規格、管理 頻度 を

設 定 し た。（表
一3 参照 ）

（i）植栽 コ ス ト （道路植栽 工 ）

　新土 木積算体系 で は、細別の 「植樹」、「支柱 （設 置 ）」

に っ い て は 共 に 市場単価 （道路植栽工 ）の 「植栽工 」、「支

柱設 置」 が 摘要 され て い る。市場単価 に は 「土木 施工 単

価
‘
02 冬号」 （以 下 、施工 単価）「積算資料 2002 年 3 月

号」 （以 下、積算資料）を用い て コ ス トを設定 し た。

（li）維 持 ・管理 コ ス ト （樹 木 ・芝生管理 工 ）

　新 土木 積算体系 にお け る細別 の 「樹木剪定 」、「寄植剪

定」、「補植」、「支柱 （補修）」、「樹木施肥」、「寄植 ・芝施

肥 」 につ い て は、共 に市場 単価 （道路植栽工 ）の 「植樹

管 理 （せ ん 定）」、「支柱設 置 」 （補正 係 数 0．6）、「植樹 管

理 一
施肥 」、が適用 され て い る。市 場単価 の 設 定 に は 施 工

単価、積算資料 を 用 い た。「雑 草抜き取 り」 は 歩掛か り に

よ っ て 設定 した。「補植 」 は 植 え替 えで 扱 うこ と と し た 。

以 上 に個別 条件 を加 え、維 持 ・管理 コ ス トを設 定 した。
・剪定は毎 年 と し枝処 分 は リサイ クル 処 理 と した 。
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・高 木 の 剪定枝発 生 量は 3 樹 種 （ケ ヤ キ、プ ラ タナ ス 、

イチ ョ ウ）統 合式 ：Y ニ O．6101ee・0394x　 8｝ よ り求 め た乾

重量を生重量に 変換 した （1．99 倍 ）。低木の 剪定枝発 生

量 は 0．74kgノ  と した g）。
・「雑草抜 き取 り」 は 「平成 13 年度版工 事歩掛 要覧く 土

木 編 上 〉 」 の 歩掛 を適 用 した。資料 不 足 に よ り運搬積

込 費、処 分費 を含ま な か っ た。
・支 柱 の 補修は 1 回 の み と した 10｝。
・
高木 施肥 は N ： P ： K ＝6 ：4 ：3、幹周 が 30cm 未 満 ：

0．3kg 体 、30cm 以 上 60cm 未満 ：0．5kg 体 、60

　cm 以上 C90cm 未 満 ：0．6kg 体 、90cm 以上 C120

　cm 未満、O．8kg 体 と し、頻 度は 2 年 に 1 回 と した 。

低 木 施肥 は N ： P ： K ＝3 ：6 ：4、0．1kgf   と し、頻

度は 毎 年 と した ll｝。

（血 ）植 え替 え コ ス ト （撤去 ・廃棄処 分＋ 補植）

植え替えコ ス トは 道路施設 撤 去 工 と道路植栽 工 の 組み

合わ せ とな る。こ の 合計に 枯損 率 を 乗 じて 求め る。道路

植栽撤去 は 、新 土 木積算体系で は 植栽撤去 費 と支柱 撤 去

費 に よ っ て 構 成 され る。植 栽 撤 去 は 労 務費用 が 設 定 され

て い ない た め、今回 は 処 分 費 の み を扱 っ た 。支柱撤去 費

は 市場 単価 が適用 され て お り、施 工 単 価 を用 い た。補植

は植栽 と同 じ と し た。枯損率 は 0．0025 ％ と し た。
・植栽撤去 は 植栽後 29 年後 に行 うも の と した。計算式

　12）よ り植栽後 29 年 の 高木 の 地 上部 重 量 は 1074．42kg

　で あ り、こ れ が処 分対象 とな る。高木 の 地 下部 、低木

　に つ い て は資料 不 足 よ り算出 で は 項 目の み と し た。
・枯損率 は 正 確な 設定 が 困 難 で あ っ た。こ こ で は 東京都

　へ の ヒ ア リ ン グに よ り得 た概数 0．0025 ％ を設 定 した 。

（6）ラ イ フ サ イ クル コ ス トの 算出

　 （5）の 設定 よ り植栽後 29年 ま で の コ ス トを求 め た。

　植 栽 コ ス トは 、高木植栽 （イ チ ョ ウ） 1 本 と支柱 1 基

で 43 β00 円、低木 植栽 （ヒ ラ ドツ ツ ジ＞55 本で 63，250

円、計 106 ，550 円で あ っ た。

　維持 ・管理 コ ス トは 、高木 剪定 187，815 円、低 木 剪定

54，462 円、雑 草 抜 き取 り 50，808 円、支柱補修 3，180 円、

高木施肥 7，712 円、低 木 施肥 18
，
183 円、計 322，200 円

で あっ た。

　高木 1 回 あ た りの 植 え替 え コ ス トは、樹 木撤去、支柱

撤去、補植 で 構 成 され 、そ の 合計 は 76，533 円 で あ る。

枯損率 0，0025％を乗 じた金額 は 1．9≒ 2 円 とな る。低木

1 回 あた りの 植 え 替 え コ ス トは、樹木撤去、補植 で 構 成

され、そ の 合計は 63，250 円で あ る。枯損率 0．0025％を

乗 じた 金 額 は 1．6≒ 2 円 と な る。以 上 よ り植 え替えコ ス ト

は 4 円で あ っ た。

　以 上 よ り、標準 モ デル に お け る 30 年間の LCC は、植

栽 コ ス ト 106，550 円、維 持 ・管理 コ ス ト322，200 円、植

え替え コ ス ト 4 円の 合計 で あ る。従 っ て 、428，754 円 と

な る。コ ス トの 構成は 植栽 コ ス トが 24．9％、維 持 ・管理

コ ス トが 75．1％、植え替えコ ス トが 0．00093 ％で あっ た。

高木 ・低木別 の コ ス ト構 成 で は、高木 が 57，4％、低木 が
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42．6％ で あっ た。

植栽 コ ス トは 高木 ：低木が 4 ：6 で あ る 。 単価 で は 高木

よ り低木 の コ ス トが 低 い が、標準モ デ ル に 占め る低 木 の

数 量 が 大 き い た め コ ス トで 低 木 優 勢 に な っ て い る。維

持 ・管理 コ ス トで は高 木 ：低木が 6 ：4 で あ っ た。高木 の

剪定 コ ス ト （処 分費含 む ）が 全体の 38．5％を占め、構 成

要 素 と して 大きい 。ま た、高木 の 剪定 コ ス トの 中で も、

幹周 が 60cm 以 上 の コ ス トが構 成 比 と して 大き い。低木に

お い て は植 栽 コ ス ト、剪定 コ ス トが構 成 比 と して 大きい 。

植 え替 え コ ス トは、設 定 した 枯損率 が 小 さい た め、コ ス

トとし て は微小 とな っ た。（表
一2）

表一2 コ ス ト構成

項 目 樹木別 コス ト（円） 構成比 1〔脆 ） 構成比 2（馳 〉

高木 43，30 40．60 10．lo

植栽 コス ト 低木 63、25 59．4° 14．8°

計 10655100 ．0％ 24．9

高木 202．98163 、0駁 47β％

維 持 ・管理 コス ト 低木 119，2L 37．0° 27．80
計 322，20100 ．0° 75．1°

高 木 50、0° 0．OOO47°

受 け変 え コ ス ト 低木 250 ．oo0 ．00047
計 100．0 咳 0．00093

高木 246，28 57．4°

計 低木 182卩47142 ．60
計 428．75100 ．oo

　LCC にお い て 構成が 大きい もの は、剪定 〔剪定枝処

分費を含む ）で あ っ た。特 に 高木 で は樹 木 の 成長 に とも

な っ て 剪定枝発生 量 が増加 し、連動 して 年間管理 コ ス ト

が 増 加 して 行 く。標準モ デ ル に お け る年間の 管理 コ ス ト

は、植栽後 11 年 （高木 の 幹周 が 60cm 以 下） まで は 高

木 と比 較 して 低木が 上 回 っ て い る が、12 年 以 降 （高 木 の

幹周 が 60c皿 以 上 ）で は逆転 す る。こ れ は 、幹周 60cm

が高 木 の 維 持 ・管理 に お い て コ ス トの 境界で あ り、そ の

後 大 幅 に管理 コ ス トが 大きくな る こ と を示 して い る。

　低 木 は、植 栽 形 状 を維 持 す る こ とで 維 持 ・管理 コ ス ト

が平均 的 に保 たれ た （図
・2）。

図一2　年間管理 コ ス トの 推移

5．ま とめ と今 後 の 課 題

街 路樹 の LCC に つ い て は、既 存資料 を用 い て 基本的

な算出 がで きる こ とが分 か っ た 。
し か し な が ら、具体 的

な設定で は多くの 課 題 が残 っ た。
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表一3　ライ フサ イ クル コ ス ト設 定一
覧表

高木 ：イテ ヨウ ：単 位空間 12  ：密度一1本／12 π1：根鉢上部面積 1  ：算 定期間一植 栽後 29年

項 目〔高木〕 コ ス ト算定 項目 規 格・仕楳 単位 単価 （円）
単位空間当

りの数量
管理頻度 算定期間合計 （円）

植 栽　　植樹工 （機 ・労）　　　 幹周 20彈m 以 上 40cm 未満 本 15，000　　　 1 冒 − 15，000
イチ ョウ　 樹木 （材） 樹高4、Om以上 ．幹廻り2忙 m 以上 本 23ρOO　　　 1 一 一 23ρ00

支柱設 置 （労
・
材 ） 二脚鳥 居（添木付） 基 5β00　　　 1 齟 一 5，30043 βoo

維持・管理　せ ん 定 〔機
・
労）

高木各季せん定
Cニ60未満 本 2，900　　　 1 1 回／ 年 31．900
C＝60以上

階
、20未満 本 丁、1001 1 回 ／ 年 127，800

せ ん 定枝処分 リサ イクル 処理 k 283 ．2〜126 ．91 回／ 年 28」 55

雑草掖取り（労）   581 2 回 ／ 年 3，364
集草 （労）   151 ．2 回／ 年 870

除草発生材処分 kg
「．
　 　 　

．
0

支柱補修（労・材）　　高木各種 （補正係 数0．の 基 3」80　　　 1 1 回 3．180
施肥（労） 高木 C＝60未満 本 400　　　 1 0、5 回／ 年 2，400

C＝60 以上噌120未霜 本 480　　　 1 0．5 回／ 年 4，320
施肥（材） N ；P ：K弓6：4：3　　 幹周 30Cm 未満 o．3 0．5 回／ 年 32

’砲 Ocm以 上 50cm 未満 O．5 0．5 回 ／ 年 2フo（2，噛60円

〆20k巳） ”60cm以 上 90。m 未満
kg1080

．5 0、5 回 ／ 年 260
〃90cm 以 上 120cm未滴 0、8 o．5 回／ 年 430202 、9田

枯損木撤去（労）
「

本 αOO25． ％　． 0植え督え

　枯損串
Oρ 025 鴨

枯損木処分 kg 301074 ．40 ．OQ25 ％ O．806
支柱撤去 〔機・労） 高木各種 基 1，000　　　 1 O．0025 ％

．
　　 0．025

支柱処分
一

般廃棄物（可燃物） 基 ． 1 ． 0、0025 ．％ 0
植樹 工 ［捕植］（機 ・労，幹 周 20Gm 以上40Gm 未満 本 15．OOO　　　 1 o．oo25 ％ O、375
補植 （材）　　　　　 樹 高4．Om 以上 、幹 廻 り21cm 以 上 本 23．000　　　 1 O．0025 ％ o．575
支柱設 置（労・材）　　 二 脚鳥居 添 木 付 基 5β GO　　　 1 O．GO25 ％ O．133 2

高木合計 246283

低木 ：ヒラドッッジ ：単位空間 12  ：5本 〔株）／   ：植 栽対象 面積 11   〔高木根鉢部分控除）：算定期間
一
植栽後 29年

項 目（低木） コ ス ト算定項 目 規格・仕様 単 位 単価 （円）
単 位 空間 当

りの 数量
管理頻度 算定期間合計 〔円 ）

　 植寂

ヒラドツツジ

植樹工 （機 ・労 ） 低 木樹高 60cm未満 本（株） 250　　　 55 ■ 一 13，750
樹木 （材） 樹高 lm未満 本（株） 900　　　 55 一 一 49，50063 ．25D

維持 ・管理 せん定 （機 ・労） 寄植せ ん 定　　　　 低木（樹高 60cm 未満）   150　　　 11 1 回／ 年 47．850
せ ん定枝処分 リサ イクル 処 理 （又 は

一
般廃棄物処理） k 28　　 8．14 1 回／ 年 6，512

雑草抜取 り（労）   58　　　 11 2 回／ 年 37、004
集草 （労 ）   15　　　 11 2 回／ 年 9．570
除草発 生 材 処分

．
k

「
o

施肥 （労） 寄植 （中低木 ，   46　　　 11 1 回／ 年 14，674
施肥 （材） N：RK＝3：6：4　　 〔2200 円／20k 〕 kg110 　　　 1．1 1 回 ／ 年 3，509119 、2 亅9

枯損木 緻去 （労 ） 本（株 ） 55．． 0．OO25　 ・ ％ o植え替 え

　枯 損串

0．OO25 鷺

枯損木処分 k 28 0．OO25 ．
％ o

植樹工 ［捕植］（機・労）低木樹高 60Cm 未満 本（株 ） 250　　　 55D ．OO25 ％ o．344
補植（材） H＝0．5．W＝O．5 本（株） 900 　　　 550 ．0025 ％ 1238 2

低木合計 亅82，471
．．
皰 雌 のみ 1鰭 不 足 1．・よ リコ寿 設趣 し1．．

※ 施工 規模 ：高xeOo 本以 上 ．場所：東京都、コ ス ト構成 ’直褄工 事費

総計 ：管理 トータル コ ス ト　 42S ．754

（i）ライ フ サ イ ク ル コ ス トの 範囲 設 定

　算出範囲を便宜上植栽 か ら植 え 替 えま で と し た が、計

画 や設 計、植栽 基 盤 整 備 等 、植 栽 以 前 の コ ス トに つ い て

検討 が 必 要 で あ る。

伍 ）算 出期 間 と成 長予 測

　樹 木 の 成長 お よび 寿 命 につ い て 、長期間の 観測デ
ー

タ

が 不 足 して い る。算出精度を高 め るた め に は、これ ら樹

木基礎デ
ー

タ の 収集 が必 要 で あ る。

（血）算出管理 項 目 と管理 頻度の 設定

　災害対応や病 虫 害防除等の コ ス トは発 生 不 確定 と して

算出 して い な い
。 今後 こ れ らの 扱 い に つ い て 検討が 必 要

で あ る 。 ま た、管理頻度に っ い て 地 域性や管理 主体の 事

情等 に よ り幅が あ る と推測で き る。事例 収 集等 に よ り、

場の 条件等 と管理 頻 度の 関係 を 知 る 必 要 が あ る。

（iv）コ ス トの 設 定

　コ ス トの 根 拠 に 用 い た 市場単価 で は 、高木 管理 の 基 準

は 幹周の みで ある。実際は 防除や剪定に お い て葉 張 りや

樹高が 作業 コ ス トに影響 して い る と考 え られ る。今後、

葉張 りや樹高に 対応する コ ス トの 算出方 法に つ い て も検

討の 余地 が あ る。
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